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リ ア 桿約 10本 を頚管 内 に 挿 入す る か
，
PGE2 錠 の 投与

を 行 う． 4 点 以 下 で あ れ ば，ラ ミ ナ リ ア 桿単独 あ る い

は PGE2 錠と の 併用 を 行 う．分娩誘発当 日は ，原則 と し
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それ ぞ鱆 蛎 る、嫌併用戯 痔続繍 投享守都 ．

裕7初達例 あ分娩所要蒔藺あ芬布　　　
・1
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尊咄和46年 7灯が ら噌詢56〜藁辷日
．まセ10隼間ゐ魎 産

経腟 分娩 5614例 の 分娩第 1 期所要時間の Log 変換値

の 分布は，ほ ぼ正 規分i蒲し で い る と と がわ か る （図 2）．

こ れを実時間 に 直す と，平 均．所要時間劾 裡 時間23分 で
，

95％棄却限1界値は ； r下限が 62分糟 出 限ガ18時閭34分と

癈．る瓢こ鵡 の棄法目轟れ だ 例の 中に ．，ぐ頚 管無力症的黛娩，

rela  iY．e　CPD ，回旋異常 ， 頚管 強靱症 ， 微弱陣痛例 な ど

が入 つ て い る こ とが 推 測 され る．

　 こ の うち
， 分娩開始 の 徴候 が ま つ た くな い ，記録 の

明らか な分娩誘発例2246例 に つ い て 同様な検討を行 う
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1．8と ほ と ん ど同じで あ る．こ の こ と は，前記 の 子宮頚

部 の 熟化 と子宮収縮活動の 準備状態に解離 の あ る こ と

を支持す る もの と考 え られ る．

　　　　　　　　Ill．子宮頚部硬度

　1．子宮頚部硬 度計 に よ る客観的物性評価

　食 品工 学 の 領 域 で 用 い ら れ て い る Tensipresser

Model　TP501 を応用 し て 新 し く子宮頚 部硬度計を開

発し，子宮頚部物性 の 客観的評価が可能で あ る こ とを

確認す る とともに ，妊娠 ・分娩 に ともな う変化を検討

した ．

　 こ の 硬度計に よ る子宮頚部硬度の 測定で は
， 通常頚

部前唇を挾ん で 圧迫 に よ る 5mm の 歪 み を与 え，そ の 時

の 応力 H
〔。 〕

を硬度 Hardnessと し，100g加重 に 相当す

る応力を 20硬度単位 Consistency　Unit （C．U ．） と規定

し た （図 8）． こ の 硬 度は 弾性成分をあ らわ し，内診所

見 の 硬度を反映 し て い る と思 わ れ る．さ ら に，圧迫 に

よ る歪み を 与え続 け る と応力の 緩和が生 じる が
，
10秒

後 の 応力を H
（1。）

と し，H （。｝分の H
（、。）を粘 性成分を もあ

らわす指標 とし て 粘弾性指数 Viscoelastic　Index （V 、

E 工） と し た ．

　 同
一検者 に よ る 異 な る 5 種類 の 物質 の 硬 度測定で

は ， そ の 変動係数 は 1．4〜6．5％ で あ り， 同
一

物質を 5

人 の 異 な る検者 が測 定 を 行 つ た 場 合 の 変動 係数 は

O．3〜1．4％で 再 現性 の 良 い こ と がわ か る．

　 2．．子宮頚部組織構築 と の 関連

　 子宮頚部物性の 変化 の 背景 に ある と考 えられ る 頚部

組織構築 は
， 電顕的 に は 非妊時に くらべ 妊娠 時 に コ

ラ
ーゲ ソ の 分布が疎 に な り，基質成分 の 増加が特徴的

に 見 られ る．

　 基質成 分 と し て ウ ロ ソ 酸 量 を カ ル バ ゾ
ー

ル 硫酸法

（Bitter・Muir 変法）で 定量 し ，コ ラ
ーゲ ン に 特 異的 な

ハ イ ド ロ キ シ プ 卩 リ ン 量 を 日本電子 JLC−6AH 　 amino

　　　　　 図 8
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図 9　妊娠 に 伴 うウ ロ ン 酸ハイ ド 卩 キ シ プ 卩 リ ソ 量 の

変 化
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acid 　analyzer で 定量 した．

　妊娠正期お よ び産褥期 の 頚部 は，非妊時 に 比較 し て

乾燥重量あた りの ウ ロ ソ 酸量が増加 し
，

ハ イ ドロ キ シ

プ ロ リ ソ 量が減少し て い る （図 9），

　頚部組織基質内の ウ ロ ソ 酸 ・ノ ・イ ド ロ キ シ プ ロ リ ソ

比 が高 い ほ ど組織 の 軟化 が認 め ら れ る と考 え られ る

が，硬度計 に よ る 測定値 と対比 し て み る と，硬度，粘弾

性指数 との 間 に 有意な 相関関係 が 認 め られ る （図1  ，

11）．

　3．妊娠経 過 に 伴 う子宮頚部物性 の 変化

　初産婦で 自然分娩発来例 に つ い て の 硬度計leよ る 測

定値は，硬度 ， 粘弾性指数 ともに分娩発来 日が近 づ く

に つ れて 低下す る が，そ の 相関性 は 硬度 に つ い て の み

有意 で あ る （図 12）．

　初産例 の 妊娠時期別の 硬度の 変化 は，妊娠後半期で

は 33週頃ま で ほ とん ど認 め られず ， 妊娠 33〜34週 で 有

意 な低下 を 示 し，再 び36〜37週頃 に 低 下を 示 す（図13）．

　 4．子宮頚部硬度 と 分娩所要時間 の 関係
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図10　子富頚部硬度 と ウや ソ 酸 ρ．ノ ・イ ド・n ．キ シ プ ロ リ

　　 ン 比 の 相関
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　初産婦 の 分娩誘発例 に つ い て
， 分娩前 日の 子宮頚部

皺 は，醜 繍 騨 始か 硯 娩瞋 で φ醐 と有意

な正 の相関を示す （Pt
’
14，〉，

一　・1，；・
一一

　
一，一

．．　 tt、璃

・ れ らの 例をerR30C．U ．と粘醜 纐 ・65噛 分割

す ると，両 パ ラ メ ー
タ が高値 の 群は低値め群よ り有意

に収縮剤投与開始か ら児娩出まで の 時間が延長 して い

る （図15）∵
「
　

tt　t．…
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ト
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　5．DHAS 投与に よ る景轡頚 部硬度の 変化

　Dehydroepiandrosterone　sulphate （DHAS ）を

do晦 kヲblind卜法に よ
．
り》
・’1
βish  sc ⇔雌 4・点以下  初 産

例 に ，妊娠 37邇か ら脳 週 亀回 2働   ず つ 静 油 鳩
1投 与

前 3 日目 と投与後 4、研目に 梗慶計 に よ 澄測定 を行 っ

た．　　　　　　 　　　　  写 ∵
← ．二

・．9fi 浮
…

　硬度，．粘弾性指数 とも．∫・DHAST2αOmg 讙 1回投与 で は

placebo 群 と．く
』
ら 飛 有意譫頚部軟化憐 認 め られ な が つ

たが，
「1週 ご と 2’・回投 与幾に は DHAS 稀解有意 に 軌

化 し て い る ｛図江6｝ 17沁 」　　 1，・／・1／E． ｛｝；i密 ∵
二
tt；
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お よ び 分娩誘発：目的 で
．
入院 しお初 産婦燈 ， 方法は 分娩

図12・初産陣発例 に お け る 子宮頚部硬度 1（C．U．） の 変

　化
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　　図 13　妊娠週数別 の 子 宮頚部硬度の 変化

畿 、 　 　 　 ．
，．CM；

s
：P’l

go

70

50

30

非妊 時 　　　一20 　　　21−29 　　30 −−33 　　34 −36　　37一鱒 　　週数
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監視装置 の 外測陣庸計を 用 い ．応検討 した ．記録法は ，

患者を勘 ミ フ ．ア 』
〒 ラ、一位懸 仰駅 さ、せ ，

ユ イ ル ス プ レ ン

雄 を ベ ル ．卜．に 位 け て 陣 痛計 が 腹 壁 の 垂 直方 向 に

250〜40Gg・の 重 さ で 圧 する 汝 うに 1し て 30命問記録 し

た ■1
．
号 宮収縮波形の測定規準は ，、・

日本 産科婦人科学会

用語問題委具会提案 に 準 世てぶ収縮 持続 隠間 ぼ 基線か

らの 波高 の 1／5点 の 持 続を と 軌 1／5点 か ら収縮 ピ ー一，ク

ま懸 を波高，収縮ピ 冒
グ に 達する楼 で の lf5点の 持続を

立 ち
・
あがゆ時 間 ど し た．、

．収 縮波形 と し て判読 し た の は 持続時間淋 10秒以上
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図 15　子宮 頚 部 物性 と誘発
一娩 出時間 （初 産 誘発 例 ）
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図18 妊 娠 時 の 自発子 宮収縮出現率
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図 17　DHAS 投 与前後 の 子 宮頚部粘弾性指数（V ，E．1．）

　 の 変 化
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岶o 由 o　I．V．

で
， 波高が記録紙上 2 目盛以上 の もの で あ る．こ れ は，

あ らか じ め陣痛計 の ス ト レ ン ゲージ 上 に 7g の 加重を

加 えた 時 の 波高 に 相当した ．

　2．収縮 パ ラ メ ー
タ の 妊娠中の 変化

　妊娠中の 自発子宮収縮 の ある例 は，分娩前 6 〜7 週

の 頃増加す る が
， そ の 後分娩前 2 週 ま で は減少傾向 を

示 し 1 週前 に 再度増 加 し て い る （図 18）．波高も分娩前

6 〜7 週頃に は
一

過性 の 低下 を示 し，そ の 後徐 々 に増

大する （図 19）．収縮持続時間 は，分娩前 8 〜9週頃平

均約 60秒 と な り，そ の 後分娩 前 4 週 ま で ほ と ん ど変 ら

ず， 3週前頃 か ら徐 々 に 延長 する（図20）．立ちあ が り

勾配 も，分娩前 6 〜 7 週 で
一

過性 の 低下 を 示 し た後は

分娩前 2週 ま で ほ と ん ど不 変で ， 分娩前 1 週 で わ ず か

に 上 昇す る （図21）．こ れ らの 収縮パ ラ メ ータ は い ず れ

図 20　妊娠時 の 自発収 縮 持 続 時 間

　 　 　 　 　 　 　 　 　 初産婦 　冖＝司朋

　 　 　 　 　 　 　 　 　 M ± SE
loo

50

持
続
時
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〔
秒）

一le−−1，　 一｝
−9　 −5H−7　｝4一5　 − 3　　
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− 1

　 　 　 　 分 娩前 週 数

も分娩前 6 〜9 週頃
一

過性 の 変化を 示すが，Csapo　et

aL が提唱 し て い る 有効な子宮収縮は，立 ち あ が り勾配

が 増し て くる と い うデ ータ と異質 な もの で あ る ．

　3．Smyth 　test との 関係

　分娩誘発例 に つ い て ，分娩前 日の Smyth 　testとそ の

直 前30分間 の 自発子宮収縮の 関係を検討 した ．Oxyto −

cin　 O．04単位以下で 子宮収縮 の 反応 が あ る群で は，自

発収縮も30分間 に 3回以上 の 例が，0．05単位以上 を要

す る群よ り有意に 多く， 妊娠正期 で は 自発収縮が頻発

し て い る もの ほ ど，oxytocin に 対す る感受性 も高 い こ

とが わ か る （図 22）．

　 4．内診 ス コ ア と自発子宮収縮 の 関係
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図21　妊 娠 時の 自発収縮立 ち あ が り勾配
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図22　自発収縮 と オ キ シ ト シ ン 感受性 テ ス ト の 相関
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　初産婦の 分娩誘発例 に つ い て ，分娩前 日 の 自発子宮

収縮 の 有無 と そ の 時の Bishop　score の 関係 は
，
　 Bis−

hop　score 　 5 点以 上 の 群 が 有意 に 自発収縮 の あ る 例 が

多い （図23）．自発子宮収縮 の 頻度 も，Bishop　score の
』

増加 とともに 上昇 し て い る．

　分娩誘発時 に 低 Bishop　score の 例 で は 難 産が予 想

さ れ る が ，
ス ム ーズ な分娩経過を と る 例 も混在 して い

る．そ こ で ， 分娩誘発時 の Bishop　score が 3点以下 の

未熟例 で ， ラ ミ ナ リア 桿に よ る 前処置を行 つ た例 に つ

い て 自発収縮 頻 度 と ラ ミ ナ リ ア 桿抜去 時 の Bishop

score を比較検討 し た ．自発収縮頻度の 高 い 例 ほ ど， 同

じ前処置で Bishop　score が高値 とな り， 自発収縮 が 3

回 以上 の 群 は ，2 回以下 の 群 よ り Bishop　score が 6点

以上 に な る頻度 が 有意 に 高 くな つ て い る （図 24）．ま た

自発収縮 の 多 い 例 ほ ど，前 処 置後の Bishop　score の 増

加度も大 ぎい 傾 向を示 し て い る ．

　 5，自発子宮収縮 ， Bishop　score と分娩経過 との 関

連

1133

図23　 ビ シ ・ ッ ブ ス コ ア 別 の 自発子宮収 縮
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図24　 自発 子 宮収縮 と 前処 置後 ビ シ ョ ッ プ ス コ ア の 関

　係 （入 院 時 ビ シ ョ ッ プ ス コ ァ 3 点 以 下 例 ）
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自発 収 縮 （回／30分 ）

　分娩誘発例 の 分娩経過 は，内診 ス コ ア と 自発子宮収

縮の 頻度 に 大きく影響 され る こ とが わ か る が，入院時

の Bishop　score が 3点以下 で ，自発収縮が30分間に 2

回以下 の 例 で ，な お か つ 前処置後 Bishop　score が 5 点

以下 の 例 は ， 誘導時間 の 延長す る こ とが 予測 され （図

25， 26），分娩準備状態が未熟ある い は 異常で ある と考

え られ る （図中 の ％ は 収縮剤点滴 開始 か ら児娩出 ま で

の 時間が 8 時間以上 の 頻度を示す ），

　　　　　　　　　V ．内分 泌 環境

　 1．各種母 体末梢血 中ホ ル モ ン 値 の 変化

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

ー

1134 シ ン ポ ジ ウム

図25t’：自発子 宮収縮肺、よ び ビ シ ョ ッ ．プ ス ロ ．
ア （入 院時）
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　Estradiol・progesterone 比が，．．弁娩矛無前！
こ上昇し

．て くる こ と， また 前処置に よ る陣痛の 生 じ易さ で 差の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛

ある こ とを発表 して きたが叫 個 々 の例をとつ て み る

と必ずし も同様媾 果蛎 し て ・沖 麟 rとか ら・

今回 は RIA 法 に よ る 母体末梢血 中 の Progesterene，

170H −progesterorie，　corticoste 艶 ne ，華辷drtisol，　 aldo ・

sterone
，　 ACTH

，　 DHAS ，　 pHA ，　 a 聖d巾stenedione ，

eStradiol ，　estriol
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図 29　子宮頚部 の 物性 と 母 体 血 中 エ ス トラ ジ オ
ール の

　関係
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PGF2a で は 収縮増強 作用 に 差 の ある こ とが うかが え

る
D ．

　さらに ，子宮筋を懸垂 し た オ ーガ ン バ ス 内 に ，卵膜

を 添加 した群 と非添加群に つ い て も検討 し た
2｝．Pro −

staglandin 合成阻害剤 で あ る indomethacinを両実験

系 に 投与す る と，共 に 張力 と持続時間 は有意な抑制 を

1135

図30　オ キ シ トシ ソ 感受性 テ ス ト と母 体 血 中 m ス ト ラ

　 ジ オール 値 の 相関
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図31　オ キ シ トシ ソ 感受性テ ス ト と母 体血 中 エ ス ト ラ

　ジ オ ール ，プ ロ ゲ ス テ ロ ソ 比 の 関 連

エ
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プロ
ゲ

ス

テロ・！
比（
川〕

o．Ol　e．02　003 　囗．a4　0．05　n．D6　囗・OT
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受け る が，周 期 に 対 し て は有意な抑制がな く，子宮筋

の 自発収縮に おける内因性 prostaglandin の 関与 を示

すと とも に ，
こ こで も PG は 収縮周期を短縮す る作用

の 弱 い こ とが うか がえる （図 33）．

　Oxytocinを両実験系 に 投与す る と，共 に 張力は増加

し，周期は短縮す る もの の
， 持続時間 は筋層の み の 群

で は 対照 と差が な い の に 対 し，卵膜添加群 で は有意 に

延長す る （図34），こ の こ と は，oxytocin の 子宮筋に 対

する持続増強作用 が弱 い の に 対 し，卵膜添加 群 で は

oxytocin が卵膜 に 作 用 して PG を オ
ー

ガ ソ バ ス 内 に

放出し，そ の PG が子宮筋に外因性 に 作用 し て い る こ

と を 示唆 し て い る と考えられる．

　5．In　vivo で の oxytocin の PGF を 介 し て の 子 宮

収縮作用の 可能 性

　Oxytocinある い は PGF 、 α に よ る 分娩誘 導 時 の 羊

水 中 PGF2a 濃度 を RIA 法で 測定 し，収縮剤投与量 羊

水圧 との 関係 を 検討 し た
6 ｝．Oxytocin に よ る分娩誘導

群で は
， 分娩終了 ま で に oxytocin 総使用 量 が 1 単位
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1136 シ ソ ポ ジ ウ ム 日産婦誌34巻 8号

図 32　子宮収縮立 ち あ が り勾配 と ＝ ス トラ ジ オ
ー

ル ・

　 プ 卩 ゲ ス テ ロ ソ 比

n3

20

bO

エ

ス

ト

ラ

ジ

オ

ー

ル

・
プ

囗

ゲ

ス

テ

ロ

ン

比

lon

立 ち あが り勾配 （MmH8 ！秒 ｝
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の PGF2 α 濃度に達す る の に ，よ り多くの oxytocin を

必要 と し，oxytocin に 対する感受性に 違 い の ある こ と

が示唆 され る．

　さらに
， 羊水中 PGF2 α 濃度 と羊 水 圧 を 比 較す る と，

oxytocin の 投 与 量 に か か わ らず，同程度 の 羊 水 中

PGF2 α 値 を示す場合は，同程度 の 羊水圧 で あ る と い う

2 群 と も極 め て 類 似 し た 回 帰直線が得 られ，有意な相

関性が 示 され た （図 36）．一方，PGF ， α に よ る 分娩誘導

群で は
， そ の よ うな相関関係は み られ なか つ た こ とか

ら，oxytocin に よ る子宮収縮 は PGF2 α を 介 し て 生ず

る こ とが示唆さ れ る．

VI．各因子 を用 い た 判別分析 に よ る 分娩発来時期 の 予

測

　前述 の 分娩発来 に 関与 し て い る と考 え られ る 各因子

の うち ，170H −progesterone ，
　estradiol ，　estriol の 3 ホ

ル モ ソ 因子 と硬度計 に よ る子宮頚部硬 度，Bishop　sco −

re の うち の 下降度，開大度，展退度 の 総ス コ ア お よ び

30分間の 子宮 収縮 の 有無 に よ る 6因子を用 い て ，分娩

前 1週以内 と 3週 以前 の 2 群 へ の 判別分析 を 試 み た ，

　 Internal　check に よ る 正診率は， 1週以内に 分娩発

来し た 1例を誤判別 した だけで 94％ で あつ た （図 37）．

Extemal 　check で は
，
3週 以 上 た つ て 分娩発来し た 1

例を誤判別 し，正 診率は 80％ となつ た （図38）．

図 350xytocin 投 与 量 と羊 水 中 Prostaglandin　F2a

　濃度 の 関 係

羊水中
PGF ，。
rng ／m ］

1D

064

　
2
　

1

100

　
0
　

06DO
　 IZOO　1巳00 　2庄OD　30DO 　3600

　投与量 Oxptocln 　 mU

図36 羊水中 Prostaglandin　F 、α濃度 と羊 水圧 の 関 係
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oxytocin 投与 量 と，そ の 時 の 羊 水中 PGF2 α 濃度 は 有

意な 正 の 相関を示 し た （図35）．総投与量 が 1単位以上

の 群 で は， 1単位以下 し か 要 さなか つ た 群 と 同 レ ベ ル
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図37　判別分析に よ る 分娩発来時期 の 予 測
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